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 １．概要 

 ２．ソフトウエアの使い方 

 ３．ＤａｔａＩｎｐｕｔ動作確認 

  ３．１Ｐｌａｎｅ入力 

  ３．１．１ ＨＣＰ金属のシュミット因子計算（ｆｃｃ） 

  ３．２Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ入力 

  ３．３方位入力 

  ３．４ｅｕｌｅｒ角度入力 

 ４．テストデータ入力 

 ５．ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果の入力 

 ６．ＨＣＰＳｃｈｍｉｄ方位図 

  ６．１Ｓｃｈｍｉｄ方位図の使い方 

 ７．ＭＴＥＸによるＨＣＰＳＣｈｍｉｄ因子計算 

  ７．１ＭＴＥＸの導入 

 ８．ｎｅｗＯＤＦ（SmartLab）のＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ取り込み 

  ８．１ ＳｍａｒｔＬａｂＶＦデータのＥｘｐｏｒｔ 

  ８．２ データの読み込み 

 ９．Ａ－Ｔｙｐｅ－Ｂ－ＴｙｐｅのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 単結晶試料に対し外力Ｆを与えた場合、すべり方向に対し、Ｆｃｏｓλが加わる。 

    断面積をＡとした場合、すべり面の面積はＡ／ｃｏｓφで計算される。 

 この時のせん断応力は 

  Ｆ／Ａｃｏｓφｃｏｓλ＝σｃｏｓφｃｏｓλ 

  Ｓ＝ｃｏｓφｃｏｓλ 

  をシュミット因子（Ｓｃｈｍｉｄ因子）という。 

   

  横浜国立大学岡安先生資料より 

 

 ＨＣＰ金属では、｛１１－２２｝＜―１－１２３＞などのすべり方位があります。 

 この評価を行ってみます。 

 計算は、ＨｅｘａｔｏＣｕｂｉｃソフトウエアと同じで、Ｓｌｉｐと共にＨＣＰからＣｕｂｉｃに 

変換し、ベクトルの外積として計算が行われます。 

 この計算方法はＨｅｘａｔｏＣｕｂｉｃを参考にして下さい。 

 極点図からＯＤＦ解析を行い、方位のＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎの計算から材料全体の 

 Ｓｃｈｍｉｄ因子が計算できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ソフトウエアの使い方 

 ODFPoleFigure の ToolKit->OrientationDisplayToos 

  

  

 

 

 予め、ＭａｔｅｒｉａｌＤａｔａで材料を選択後、使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  データ入力部分 

 

  計算部分      

データ入力モード    デモデータ部分 

   

 

 

 

 

 



３．ＤａｔａＩｎｐｕｔ動作確認 

３．１ Ｐｌａｎｅ入力（Ｐｌａｎｅから法線方向を計算しＳｃｈｍｉｄ因子を計算） 

 

続けて、１３-４１も入力し、Ｓｃｈｍｉｄｃａｌｃ 

 

 ＨｅｘａＰｌａｎｅからＣｕｂｉｃＰｌａｎｅ（＝Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ）に変換し計算 

  すべり方位毎に計算し、最大値を求める。 

 

 

 



 

３．１．１ ＨＣＰ金属のシュミット因子計算 

 Ｃｕｂｉｃの方位{３０ ８ ９５}からＨＣＰ－Ｐｌａｎｅ入力のためＰｌａｎｅを計算 

  

 ＨＣＰのＰｌａｎｅを入力 

  

 文献と同一の値が得られます。 

 

３．２ Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ入力 



 

３．３ 方位入力 

  

 方位のＰｌａｎｅのみ入力される 

  



  

３．４ ｅｕｌｅｒ角度入力 

  

 ｅｕｌｅｒ角度からＰｌａｎｅを計算し、Ｃｕｂｉｃの方位を求めＳｃｈｍｉｄ因子を計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４．テストデータ入力 

  

  

  

 

 

 



 

５．ＬａｂｏＴｅｘのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果の入力（Ｂ－Ｔｙｐｅ） 

  

入力極点図から計算したODF   VolumeFractuion結果の ODF 

 

 

 ＯＤＦの最小値が０．０４１％、ｒａｎｄｏｍが４％含まれている可能性があります。 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算前のＯＤＦ図をＥＸｐｏｒｔし確認 

 

  

 



  

  ｒａｎｄｏｍはＯＤＦ値１．０以下の最大値として計算されます。 

  ０．０４－＞４％含まれています。 

  ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ（その他の方位）は全てｒａｎｄｏｍである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果 

 

 

  この結果からＳｃｈｍｉｄ因子を計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｓｃｈｍｉｄ因子計算 

 その他の成分を除いて計算を行う。 

  

 各方位からＣｕｂｉｃ方位を計算し、Ｓｃｈｍｉｄ因子を求める。 

最大Ｓｃｈｍｉｄ因子とＶＦ％から全体のＳｃｈｍｉｄ因子を計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



計算の確認 

  

  

 

 

 

 



６．ＨＣＰＳｃｈｍｉｄ方位図 

今まで、SlipSystemは、{-2112}<2-1-13>で行っていたが、選択は以下で行われる。 

複数選択も可能 

 

個々の SlipSystemの方位図を示します。 

 

 

 方位図の乱れは、整数化の最大整数に関係する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．１Ｓｃｈｍｉｄ方位図の使い方 

 マウスカーソル位置の方位をリアルタイムで表示し、クリックで固定される 

 Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎで表示 

  

 Ｐｌａｎｅで表示 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



７．ＭＴＥＸによるＨＣＰＳＣｈｍｉｄ因子計算  

 マグネシウム SlipSystem（-１２-１２）［１-２１３］による{-１２-１５}＜１０-１０＞を計算する 

 

 ＭＴＥＸでは３指数入力 

 

   ＭＴＥＸでは、Ｐｌａｎｅの方位（ベクトル）入力 

 

 



>>  CS = crystalSymmetry('hexagonal',[1.0,1.0,1.6235],'mineral','Mg') 

    CS = crystalSymmetry (show methods, plot) 

     mineral        : Mg                 

    symmetry       : 6/mmm              

    elements       : 24                 

    a, b, c        : 1, 1, 1.6          

    reference frame: X||a*, Y||b, Z||c* 

      

 >> n = Miller(-1,2,2,CS,'hkl') 

  n = Miller (show methods, plot)   

  mineral: Mg (6/mmm, X||a*, Y||b, Z||c*) 

    h  k  i  l 

   -1  2 -1  2 

  

 d = Miller(0,-1,1,CS,'uvw') 

  d = Miller (show methods, plot) 

 mineral: Mg (6/mmm, X||a*, Y||b, Z||c*) 

   u  v  w 

   0 -1  1 

      

 >>  r = normalize(vector3d(0,2,3)) 

  r = vector3d (show methods, plot) 

   x       y       z 

   0  0.5547 0.83205 

 

 >>  sS = slipSystem(d,n) 

sS.SchmidFactor(r) 

      sS = slipSystem (show methods, plot) 

 mineral: Mg (6/mmm, X||a*, Y||b, Z||c*) 

 size: 1 x 1 

  U    V    T    W  | H    K    I    L CRSS 

       1   -2    1    3   -1    2   -1    2    1 

         

ans = 

    0.3794 

この違いは、Ｈｅｘａｇｏｎａｌ－＞Ｃｕｂｉｃの指数整数化による 

 

 

 



Ｐｌａｎｅ方位の見直し 

  

 

 >>  r = normalize(vector3d(0,0.54461,0.83869)) 

  

r = vector3d (show methods, plot) 

   x       y       z 

  0 0.54461 0.83869 

>> sS = slipSystem(d,n) 

sS.SchmidFactor(r) 

   

sS = slipSystem (show methods, plot) 

 mineral: Mg (6/mmm, X||a*, Y||b, Z||c*) 

 size: 1 x 1 

   U    V    T    W  | H    K    I    L CRSS 

  1   -2    1    3   -1    2   -1    2    1 

  

ans = 

 

     0.3872 

 

 期待値が得られます。 

 

 

 



７．１ ＭＴＥＸの導入 

  ＭＴＥＸは、ＭＡＴＬＡＢ環境下で動作するＥＢＳＤ，ＸＲＤのＯＤＦ解析他を行えます。 

    ＣＴＲソフトウエアでは、ＸＲＤ，ＥＢＳＤデータからＭＴＥＸ入力データ作成と 

    ＭＴＥＸで解析が行われたデータ（ＯＤＦ図，極点図、逆極点図）のＥｘｐｏｒｔデータに対し 

    解析を行えます。 

    問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．ｎｅｗＯＤＦ（SmartLab）のＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ取り込み 

８．１ ＳｍａｒｔＬａｂＶＦデータのＥｘｐｏｒｔ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．２ データの読み込み 

  

 

  

  

 ３指数から４指数に変換し読み込まれ、計算が行われます。 

 

 

 



９．Ａ－Ｔｙｐｅ－Ｂ－ＴｙｐｅのＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ 

テストデータ 

  

 

 

 

 

 

 ほぼ同一結果が得られる 

 


